
●モデル地区：イロウ園地
（通称：ワンワンの森）
市有林10ｈa

至水窪ダム

「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業

１つの浜松、もう１人の担い手「みさくぼ大好き応援団」の仕組みづくり

浜松市82万人

 水窪町3,000人
 平成17年合併

みさくぼ大好き応援団推進協議会

天竜川上下流の交流
 による取組み
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水窪町 市民まちづくり団体

 「ここほれワンワン塾」

 が無償管理



■実施内容

１．ワンワンの森（市有林）の管理と活用を通じた
 交流の仕組みづくり

平成20年度

 
「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業

１つの浜松、もう１人の担い手「みさくぼ大好き応援団」の仕組みづくり

■実施主体

２．みさくぼ大好き応援団人材発掘・仕組み研究

３．「竜水護森・木札」の持続・展開策の試行

間伐材の利用促進

 による環境啓発

●ここほれワンワン塾（上流域：水窪の活動団体）

●NPＯ法人魅惑的倶楽部（下流域：浜松の活動団体）

●ＮＰＯ法人地域づくりｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄ（下流域の中間支援団体）



「竜水護森・木札」のしくみ

浜松市森林環境基金に寄付
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絵馬チャリティ
 ３００円



協力店・企業で木札協力・団員募集



「ワンワンの森」を市民が活用できる場に！

農業体験の場森林体験の場

憩いと交流の場
私のモミジ

（森の里親＝植林）



■活動１
間伐材や特産物を利用した商品開発の研究
※NPOと企業の協働＝win・winの関係づくり

■活動２

応援団の仕組みを活かしたオリジナルの環境
 学習プログラムの構築

平成2１年度

 
「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業

１つの浜松、もう１人の担い手「みさくぼ大好き応援団」の仕組みづくり

補助金・委託事業の削減

活動を自立させるための資金開発の仕組み



浜松市内のホテルと協働で自然食
 の創作料理（山間部：食材提供）

■活動１

間伐材や特産物を利用した商品開発の研究

収益の一部を「天竜川の水と森を守る基
 金」として維持管理の活動費に充てる

水窪名産「栃の実」の菓子

天竜杉の名刺入れ



障害者施設ではなく、コミュニティビジネス
障害者４００人雇用、健常者３００人雇用
ワイン醸造所・おしゃれなショップ・商品
大きな刺激を受ける！

栃木県足利市
 「こころみ学園」を訪問

 ⇒目からうろこ



みさくぼ大好き応援団

 推進協議会

 
様

自動販売機の設置協力による
 飲料水メーカーが売上金から寄付

●化粧品店

 
１箇所

●建設会社本社

 
２箇所

●建設現場

 
２箇所

売上げの２％

企業の応援



●「環境学習体験講座」
下刈り、間伐講習、植林、

丸太ベンチづくり

●親子参加型の環境学習
 体験講座

思春期講座、木札づくり、森林講座

■活動２

応援団の仕組みを活かしたオリジナルの環境
 学習プログラムの構築



休日を利用して造った
 ・手づくりの小屋

 ・水洗トイレ設置
 ・作業所も設置

応援団に呼びかけ
 て広葉樹の植樹を
 実施



浜松市は「１つの浜松」の合言葉で

区・全市を枠組みに重心を転換

創設した基金も
水窪の森→天竜の森

水窪



Ｈ２２年４月より
 市民協働センターの指定管理者となり

 天竜川流域の連携の拠点に！





自動販売機コーナー（１階エントランスへ）



上下流の市民連携の拡大

天竜川ネットワークの構築の支援中

天竜川



創作料理は・・・・  掛川市の生産者が食材をホテルまで配達⇒水窪は×



水窪地域
 内閣府のインターンシップ事業

 の実地研修の場として活用



市民協働センター主催

夢創造人養成講座で環境学
 習のプログラム提供



龍山地域

高齢者世帯への移動販売

サービス



佐久間地域
 全国初

 
ＮＰＯタクシー運行

• そば畑オーナー制

• 田舎くらし斡旋

• 健康ミニ講座

• 敬老会

• 交流イベントの開催



春野地域：県立「高校生山の村」が閉鎖

• NPOが管理（浜松市補助）

補助打切り

• どうする！！（相談）

• 民間で買取り、利活用！？

広大な43ha・・・・・



過疎地域の自立

 に浜松市が基金

 ６年間で２２億

 円のソフト事業

それでも疎地域の

 廃校跡地の利活用
⇒地元では？？？



課題と展望
●行政改革の本格化＝活動資金の減少
・地域個別に行なわれていた委託事業・補助金は大幅削減・廃止へ

・徐々に活動資金が

●協働の理念による活動に歪みが・・・
・都市側の市民団体がやりたいことを中山間地域側の団体が協力（？）

・対等の立場、一緒に取組むという意識が希薄に

●ビジネスの意識が欠如
・本業ではなく、やりたいことをボランティアでやる限界

・中山間地のビジネス意識を持った若手台頭

●都市側の担い手団体のポジショニングの変化
・都市側の団体が「市民協働センター」の指定管理者で中間支援

→水窪以外の浜松市各地から課題解決の相談

→連携の場・団体の多様化（春野地域、北区）
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